
１．地域交通の取組状況について 

（１）地域交通運行実施地区：赤色の破線で囲んで地区名を吹き出しにしているエリア 

地区名 運行開始時期（表面参照） 利用実績（裏面参照） 

燕沢地区 令和３年度本格運行開始 前年比で利用者数が減少している月については、
週３日の運行であり、暦の関係で休日・祝日等の運
行しない日数の違いなどの影響が考えられるが、
Ｒ５の利用者数は概ね各月ともに前年度を上回る
ような状況。 

坪沼地区 令和５年度本格運行開始 各月のばらつきはあるものの、１年間の利用者数
は概ね安定している。 

新川地区 令和５年度本格運行開始 Ｒ５後半は前年比で利用者数が減少している傾向
だが、通院等でコアに利用していた方が、利用しな
い状況になったという影響もあり、利用が減った
ものと考えられるが、年間での利用者は増えてい
る状況。 

秋保地区 令和６年度本格運行開始 全体の利用者数はＲ５前年比では減少している。
Ｒ５はＲ４と比べ来訪者の利用が少なくなったた
め全体としては減っているものと考えられる。本
来の目的である地域住民の日常生活の利用は、Ｒ
５前年比では、増加傾向。 

生出地区 令和６年度試験運行Ⅱ開始 Ｒ５前年比で、全体の利用者は微増傾向にある。 

 

（２）試験運行Ⅰ開始予定地区：青色の破線で囲んで地区名を吹き出しにしているエリア 

地区名 試験運行Ⅰ開始日 概 要 

六郷東部地区 令和６年９月２日 【主に日常生活の買物・通院向け】 
運行形態：デマンド運行 
運行回数：平日３日（月・水・金） ６便／日 

【主に小学生の通学向け】 
運行形態：路線不定期型 
運行回数：平日 ２便／日 

田子・余目地区 令和６年10月１日 運行形態：定時定路線 
運行回数：平日３日（月・火・金） ４便／日 

岡田・鶴巻地区 令和６年10月２日 運行形態：デマンド運行 
運行回数：平日３日（月・水・金） ７便／日 

郡山・八本松地区 令和６年11月１日 運行形態：定時定路線 
運行回数：平日３日（月・水・金） 12 便／日 

泉西部地区 未定 検討組織の設立に向け、地域と意見交換を実施中 
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２．共創モデル実証運行事業の採択について 

（１）共創モデル実証運行事業とは 

地域公共交通は、国民生活や社会経済活動を支える社会基盤である一方、人口減少や少子化、ライ

フスタイルの変化等による長期的な需要減により、その持続可能性の確保が課題となっている。この

ような状況を踏まえ、地域の多様な関係者の「共創」（連携・協働）により、地域公共交通ネットワ

ークの「リ・デザイン」（再構築）を進め、利便性・生産性・持続可能性を高める必要がある。 

共創モデル実証運行事業は、こうした「共創」の取組に対し、官民・交通事業者・他分野など複数

の主体の「共創」による取組や「共創」を支える仕組みの構築を支援する事業である。 

 

（２）採択された地区の概要 

地区 課題・取組の概要 他分野との共創 

六郷東部地区 ① 震災により被災した小学校の統合に伴い、登下校に関して家
族の送迎等に頼らざるを得ない小学生がいる。 

⇒市教育委員会との連携（小学校敷地内での発着地設定や小学
生が利用しやすい柔軟なダイヤ設定のための毎月の時間割の
提供の協力）を図り、通学のための路線不定期型の地域交通
を運行し家族の送迎等の負担軽減。 

② バスのサービスレベル等が低く、利用しづらい等により通院
や買物など希望する場所に行くことができない。 

⇒地元商業施設及び医療機関と連携（乗降ポイント設定等）を
図り、買い物・通院等のためのデマンド型の地域交通を運行。 

教育×医療× 
商業 

田子・余目 
地区 

① 地区中心部には、震災後に建設された災害公営住宅や防災集
団移転地があり、多くの被災者が移り住んでいる地域。 

② バスのサービスレベル等が低く、希望する場所へ行きにくい。 
⇒地元商業施設及び医療関連施設と連携（周知広報）や、市民
センター等との連携（乗降ポイント設定、地域の交流イベン
ト等への参加）により、通院・買い物・被災者をはじめとし
た地域住民の交流等のための路線定期型の地域交通を運行し
地域コミュニティの形成・維持を支援。 

医療×商業× 
まちづくり 

岡田・鶴巻 
地区 

① 震災で津波による被害を受けており、地域東側は現地再建、
西側は移転再建した被災者が多く住んでいる地域。 

②バスのサービスレベル等が低く、希望する場所へ行きにくい。 
⇒地元商業施設及び医療関連施設と連携（周知広報）や、市民
センター等との連携（乗降ポイント設定、地域の交流イベン
ト等への参加）により、通院・買い物・被災者をはじめとし
た地域住民の交流等のためのデマンド型の地域交通を運行し
地域コミュニティの形成・維持を支援。 

まちづくり× 
医療×商業 

郡山・八本松
地区 

①バスのサービスレベル等が低くいことや道路が狭隘である
ことからバスが運行できない地域であり、希望する場所へ行
きにくい。 

⇒地元商業施設及び医療関連施設と連携（周知広報）や、福
祉施設との連携（乗降ポイント設定、地域の交流イベント
等への参加）により、通院・買い物・地域住民の交流等の
ための路線定期型の地域交通を運行し地域コミュニティの
形成・維持を支援。 

福祉×まちづく
り×商業×医療 

 


